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【参考資料１】 

本報告に対し意見をいただいた方々と主な意見 

 

外部有識者（五十音順・敬称略） 

所属 氏名 経歴等 

弁護士 有馬  慧  

税理士・公認会計士 坂本 和重 県立高等学校等入学者選抜調査改善委員

会委員 

常磐大学副学長 

アドミッションセンター長  

村井 文江  

 

 茨城県教育委員会委員（敬称略） 

所属 氏名 経歴等 

教育長職務代理者 幡谷 史朗 茨城トヨタ自動車(株)代表取締役社長 

委員 庄司 一子 東海大学教授 

委員 富田 敬子 学校法人常磐大学理事／常磐大学特任教授  

委員 伊藤 道子 医療法人弘仁会志村病院理事長 

委員 磯部 大吾郎 筑波大学理工学群工学システム学類長 

委員 森  淳一 (株)ユードム代表取締役社長 

 

【主な意見】 

区 分 意 見 

問題作成について ・第三者や複数人での複数チェック体制が必要である。 

・人間が思いつかないミスの防止については、最先端のデジタ

ル技術の活用も考えられる。 

・その際、秘匿性の担保が必要であり、あくまで補助的な役割

とすべきである。 

・担当者が責任感をもって業務にあたるべきである。 

運営について ・検査時間中の追加指示は、受検者の心理的負担や現場の混乱

につながるので原則行うべきではない。 

・検査開始前に追加指示することは考えられる。 

・ミスが起きたときに、どうリカバリーするかというフローを

確立しておくことが重要である。 

・問題に不備があった時の採点上の措置の判断を明確化する必

要がある。 

マニュアルについて ・誰もが対応できるフローやマニュアルの整備が必要である。 

・作成に当たっては、受検者や学校に寄り添った対応ができる

かという視点を大切にしてほしい。 

・マニュアル遵守の徹底と事前のシミュレーションで統一した

動きができるようにすることが必要である。 
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【参考資料２】 

 

「適性検査Ⅰ」の２ 問題２「資料 チェックデジットの決め方」＜抜粋＞ 

 
 

※チェックデジット…バーコードが正しく読み取れたかどうかを確かめるための数 

（バーコードの下に書いてある一番右の数のこと。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４に、以下の文言を追加 

 ただし、手順３で求めた数の一の位の数が０のとき、 

チェックデジットは「０」とする。 
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【参考資料３】 

 

令和８年度県立中学校及び県立中等教育学校入学者選抜に係る 

救済措置による追加合格の状況について 

 

１ 追加合格の考え方 

・ 令和８年１月２２日（木）に発表した合格者の総合点の合格者最低点を追加合

格者を決定する基準とする。 

・ 不合格者全員の「適性検査Ⅰ」の２問題２の得点を満点の 14点とする。 

・ そのうえで、総合点の合格者最低点以上の受検者のうち、１学級 35 人の定員

に対し、現行の定員である 40人までの範囲で最大５人までを追加合格者とする。 

 

 

２ 追加合格者数等 

学校名 
募集定員 

   （人） 

合格者数 

   （人） 

追加合格者数 

   （人） 

入学予定者数 

  （人）※ 

日立一高附属中 70 70 10 79 

太田一高附属中 35 35 4 39 

水戸一高附属中 70 70 10 80 

鉾田一高附属中 35 35 5 40 

鹿島高附属中 35 35 5 40 

土浦一高附属中 70 70 10 80 

竜ヶ崎一高附属中 35 35 5 40 

下館一高附属中 35 35 5 40 

下妻一高附属中 35 35 5 40 

水海道一高附属中 35 35 5 40 

勝田中等教育 105 105 15 119 

並木中等教育 140 140 20 158 

古河中等教育 105 105 15 120 

合 計 805 805 114 915 

 

  ※ 入学予定者数は、追加合格の連絡期間が終了した１月 29日（木）現在。日立 

一高附属中、勝田中等、並木中等で人数が合わないのは、入学辞退者が出たこと 

によるもの（１学級当たり最大５人の追加合格者を出しており、募集定員を満た 

しているため、新たな補充は行わない）。 
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